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【目的】医薬品の Cocrystal形成は､難溶解性を改善する原薬の化学修飾を行
わずに物性を改善する一手法として注目されている｡本研究では,難溶性薬物

であるBenzbromarone(BBR)をホス ト化合物として､Cocrystalスクリーニン
グを行った｡21種類のゲス ト化合物とのスクリーニングを行った結果､

Nicotinamide(NA)とCocrystalを形成することを確認した｡得られた結晶の

物理化学的特性について検討した｡

【方法】solventdropgrinding法により得られたBBR-NAの粉末結晶について､

粉末 X線回折､FTIIR､DSC測定を行い Cocrystal生成を確認した｡DSC測定
より状態図を作成し､生成モル比を検討した｡また､静止円盤法により溶出試

験を行い 初期溶出速度 (溶解魔)の違いについて検討した｡

【結果 ･考察】粉末X線回折測定の結果より､Cocrystalが形成されたと思わ

れる新たなピークが認められた｡さらに､DSC測定より状態図を作成した結果､
BBR と NAは 1:2で Cocrystalを形成していることを確認した｡融点は､

Cocrystalでは 127.0℃で､両化合物より低下した｡FT-IRの測定結果より､NA

の3364cm~1のアミド基のピークが3348cm~1にシフトしたこと､及びBBRの1617

cm~1のカルボニルのピークが 1635cm~1にシフトしたことより､BBRのカルボニ

ル基とNAのアミノ基が相互作用してCocrystalを形成していることが明らか

となった｡溶出試験の結果､NAとCocrystal化することにより初期溶出速度は

物理混合物に比べ約 2.9倍大きかった｡以上の結果より､BBR-NAは､1:2で

Cocrystalが形成され､溶解性がかなり改善されることが分かった｡


